
会 議 録 

 

１ 会議の名称 平成 27 年度第 2回大垣市文化財審議会 

２ 開 催 日 時 平成 28 年 2 月 23 日（火）午後 1時 30 分～2時 40 分 

３ 開 催 場 所 大垣市役所北庁舎 教育委員会室 

４ 出 席 者 

［委  員］ 

 

 

［事 務 局］ 

 

清水 進（前大垣市史編纂室長）、横山 正（東京大学名誉教授）、 

藤原 久美子（大垣市文化財保護協会理事）、 

松本 和芳（平野学園講師） 

山本 譲（教育長）、平野 孝義（文化振興課長）、 

中井 正幸（文化振興課文化財専門官）、鈴木 元（文化振興課主幹）、

渡邊 英佑（文化振興課主査） 

５ 議   題 1 会長の選任について 

2 大垣市指定文化財の指定解除について 

3 市重要有形民俗文化財 明星輪寺「奉納絵馬」 

照手姫図の修復について 

4 指定文化財の変更事項について（報告） 

5 おくのほそ道の風景地 大垣船町川湊 

  保存活用計画策定委員会の設置について（報告） 

６ 公開又は一 

部公開の別 
一部公開、傍聴者なし 

７ 会議の経過 

 

中井専門官 

 

 

山本教育長 

 

中井専門官 

 

 

 

 

 

 

1 開会 

・故伊藤会長に対して黙祷。 

 

2 山本教育長あいさつ 

・あいさつ 

 

・残任期間の委員補充なく、現体制での審議会を進めて行く旨、委員

の総意を確認。 

・会長選任までの議事進行を説明。 

 

3 議題 

(1)会長の選任について 



横山委員 

藤原委員 

 

松本委員 

 

中井専門官 

 

 

清水会長 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

清水会長 

 

鈴木主幹 

 

 

藤原委員 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

清水会長 

 

横山委員 

松本委員 

・清水委員を会長に推薦。 

 

 

（異議なし） 

 

・清水委員を会長に選任。 

これよりの議事進行を清水会長が務める。 

 

・個人情報を含む議題(2)については非公開とし、本日の会議を一部

公開といたします。 

 

(2)大垣市指定文化財の指定解除について 

①重要文化財（工芸品）「刀 銘越中守正俊」 

②重要文化財（工芸品）「脇差 銘虎徹」 

③重要文化財（工芸品）「太刀景依 拵え附き」 

 

・経緯を説明。 

 

・こういった事例は、今までなかったと思うが。 

 

・市指定文化財としては始めて。県指定の文化財では、本件と同じ刀

剣類で同様の事案がある。 

 

・指定文化財を手放すことができるのか。 

 

・指定文化財であっても所有が個人である場合、条例や規則で定めら

れた所在変更、所有者変更等の手続きを行なえば可能である。大垣市

の場合は事後手続きであるが、岐阜県の場合は事前手続きとなってい

る。どちらも手続きを行なえば可能であり、出来ないことはない。 

 

・簡単に手放さないよう、管理者意識の問題である。 

 

・非常に残念なことであるが、既に市内に所在しない状況では解除は

やむをえない。 



清水会長 

 

 

 

清水会長 

 

 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

横山委員 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

清水会長 

 

 

 

横山委員 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

 

 

 

・指定解除について異議はない。答申案について説明を求める。 

 

（答申案配布） 

 

・この内容で答申することでよいか。 

 

（異議なし） 

 

 (3)市重要有形民俗文化財 明星輪寺「奉納絵馬」 

照手姫図の修復について 

 

・経緯を説明。 

 

・修復に際して経費はどうなるのか。 

 

・修復の経費については、これ以上の劣化を防ぐために掛かる経費が

60～70 万円。指定された平成 6 年当時の彩色に戻すためには、70～

80 万円程掛かる。費用は所有者負担となるが、3分の 2を市が補助す

ることが出来る。費用及び補助については、所有者も承知している。 

 

・どこまで修復するのが妥当なのか、判断が難しい面もあるが、絵画

としてではなく、民俗文化財として指定されており、幅広く判断して

良いのではないかと思う。 

 

・修復案件は 1件だけか。他の絵馬についてはどうか。 

 

・全体として同様の傾向が見られる。修復案件を含め、当該寺院には

市指定の絵馬が 15 件ある。他の絵馬についても同様の修復が必要と

なる可能性はある。 

絵馬の多くは、明治、大正時代の物であり、描かれている民俗的な内

容に比重をおいて民俗文化財として指定したと思われる。 

 

 

 



清水会長 

 

鈴木主幹 

 

清水会長 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

 

 

 

鈴木主幹 

 

 

鈴木主幹 

 

 

・同寺院にある県指定の「算額」は修復しているのか。 

 

・修復しております。 

 

・修復について異議はない。所有者の意向を汲む形で、市指定当時の

彩色まで修復することで良いのではないか。 

 

（異議なし） 

 

・本審議会での意見を所有者に伝え、修復をするか否か判断をお任せ

する。修復する場合は、報告をさせていただく。 

 

 (4)指定文化財の変更事項について（報告） 

 

・前回の審議会以降に現状変更のあった、7件について概要を報告。 

 

 (5)おくのほそ道の風景地 大垣船町川湊 

保存活用計画策定委員会の設置について（報告） 

 

・保存活用計画策定委員会設置について報告。 

 

4 その他 

・平成 28 年度諮問予定案件について説明 

・任期満了（平成 28 年 6 月 30 日）に伴い、現委員の留任を事務局提

案。各委員了承。 

 

閉 会 

 

 


